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Abstract

Weinvestigatedthedifferencebetweentheself-confidencebeforeandafterthepracticeasdieticiansofjunior

collegestudents.

・Theincreaseofevaluationabout27among29itemsiswitnessedafterthepracticecomparedwithbefbrethe

practice.

・Theitemswimessedbefbreandafterthepracticearel3items．

・AsfOrtheimagesofdietitians,themutualrelationiswitnessedastothespecializationofprofbundknowledge，

theworkoflifetime,andhumanrelationship.

要旨

短期大学生における栄養士としての資質と実習に関わる内容について、校外実習前と実習後の自信度の違いにつ

いて調査を行った

・実習前に比べて実習後は29項目中27項目の項目についての評価の上昇がみられた

・実習前後で有意差のみられた項目は13項目であった

・栄養士のイメージは、高度な知識を基本とした専門性、一生の仕事、人間関係に相関がみられた

l 緒 言

栄養士養成施設においては、平成12年栄養士法の

一部改正に伴い、平成13年にはカリキュラムの改

正、平成14年4月1日施行された。校外実習におい

ては「臨地・校外実習の実際一改訂栄養士法の施行に

あたって－」！）が作成され、「給食業務を行うために

必要な給食サービス提供に関し、栄養士として具備す

べき知識及び技能の修得させることを目的とする」と

している。就職先から短期大学生卒に求められる栄養

士は、給食実務に強い、即戦力のある者を求められて

いる。そのためには本学では、校外実習に「給食の運

営」を2単位として、「総合演習」の時間に事前およ

び事後指導を実施し、事前指導として栄養士としての

事前に習得しておくべき基礎知識や技術の向上、実習

にあたっての心構えや動機付け、実習中の取り組み等

について教育し、事後指導では報告書の内容、礼状等

について確認し、実習効果の向上に努めている。

そこで、本学生が校外実習の目的である「給食業務

を行うために必要な給食サービス提供に関し、栄養士

として具備すべき知識及び技能を修得する」を理解

し、「事前に準備し実習に臨んだか｣、その効果を自己

評価し、自信を得たかを結果を検討し、今後の教育指

導につなげ、即戦力のある社会が求める栄養士養成を

行うことを目的とする。

II方法

l調査対象

23年度都内本学食物栄養専攻に在籍する学生（2

年次）80名（男5名、女75名）を対象とした。

2調査時期

事前調査は、平成23年7月下旬、

下旬の授業中に調査用紙を配布し、

回収した。事前有効回答率は91.3%、

あった。

事後調査は10月

その場で記入、

事後は97.5％で

3調査方法

1)各学生における栄養士としての資質・知識及び校

外実習の内容の事前・事後意識について比較した。

2）栄養士職に対するイメージについては、実習後の

意識状況をみた。
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4分析方法

実習前と実習後の評価は、統計ソフトSPSSVer.19

を用い、対応のあるt検定で比較した。また、栄養士

職のイメージについての相関は、Peasonの積率相関

係数を用い、t検定を行った。有意水準は、5％とし

た。

5調査内容

調査対象者の概要を表lに示した。校外実習前と実

習後に行った自信度29項目の質問の内容を表2に、

また、実習後の栄養士の職業に対するイメージ（7項

目）については、表3に示した。

実習受け入れ先施設（以後、施設）内訳は、病院

15施設、高齢者福祉施設8施設、保育園8施設、事

業所3施設の計34施設であった。実習日程は、夏季

休暇中の2週間とし、8月上旬～9月中旬としている

が、施設側の都合により、多少のずれがあった。

実習に入る前に、担当教員が実習依頼し、学生の事

前打ち合わせは、6月下旬～7月中旬が主流であっ

た。

各質問項目に対する記入形式は、5段階評価で､｢大

変自信がある」を5点とし、「まあ自信がある」を4

点、「どちらでもない」を3点、「やや自信がない」を

2点、「とても自信がない」を1点とした指標で回答

を得、その点数が高いほど各質問に対しての意識が高

いと判断した。また、栄養士の職業に対するイメージ

については､｢大変そう思う」を5点とし､｢そう思う」

を4点、「どちらでもない」を3点、「そう思わない」

を2点、「全くそう思わない」を1点とした。

なお、本調査を実施する前に、本調査は研究目的以

外には使用しないことを口頭にて伝え、了承を得た。

表1調査対象者の概要

人数(名）73名(男子5名,女子68名）

年齢(歳） 19．2±0．21

Ill結果および考察

1．実習前後の意識

表4に示す通り、実習前と実習後の意識の違いを平

均値で比較したところ、29項目中27項目において、

実習前に比べ、実習後の平均値の上昇がみられたが、

「作業の協力」と「教員との連絡」の2項目のみ、わ

ずかであるが実習後の低下がみられた。

実習前後の評価を比較すると、食品群の特徴(t

=-2.54.n=73)、食品の扱い方(t=-2.84.n=

73)、献立の立て方(t=-2.72.n=73)、調理技術

1(t=-3.48,n=73)、調理技術2(t=-2.28,

n=73)、大量調理技術1(t=-2.56,n=73)、大

量調理2(t=-2.38.n=72)、対象者とのコミュ

ニケーション(t=-2.44,n=72)、休憩時の関わ

り(t=-2.79,n=72)、勤務時間の遵守(t=-

2.70,n=72)、手引書・ノート(t=-2.56,n=

71)、施設把握(t=-3.32,n=72)、手紙の書き方

(t=-3.10.n=71)、の13項目が、実習前に比べ

実習後の評価が有意に高く、成分表の使い方、食事摂

取基準、基礎的栄養知識、給食マネジメント、提出物

期限、班員とのコミュニケーション、職員との関わ

り、礼儀・言葉づかい、作業の協力、謙虚な態度、意

志表示、テーマ、服装等、教員との連絡、総合演習の

授業、栄養士の求職については有意に低かった。

また、実習後の平均値が「まあ、自信がある

（4点)」に達している項目は、謙虚な態度(4.14

±､589)、勤務時間(4.31±.685)、服装等(4.32

±､668）の3項目に対し、「どちらでもない（3

点)」にも達していない項目は、食事摂取基準（2.58

±､705)、基礎的栄養知識（2.89±､792）、給食

マネジメント（2.78±.716)、栄養士の求職(2.66

±.963）であった。

各施設への実習依頼は、4名の担当教員が4月下旬

から開始している。

実習依頼書の内容には、栄養士の実習の目的である

「給食業務を行うために必要な給食サービス提供に関

し、栄養士として具備すべき知識および技能を修得さ

せること」をもとに、具体的な実習内容を示し、これ

に基づいた依頼をしている。

最近の学生は、核家族、少子化の中で成長してきた

体験の少ない状況下で、自らの問題を考え、発見する

ことや自らつくり出すことをしなくなってきた2)。そ
のため、「安定志向｣、「指示待ち」傾向となり、ひと

つひとつの対応に手がかかるようになってきた3)。本
学学生の資質も、同様に変化してきた上、人間関係の

構築も困難な学生の出現もみられてきたのが現状であ

る。

このような学生の状況を、実習先で把握していただ

くために、施設の指導者とは、成績や能力だけでな

く、性格、健康状態、将来像等、学生の周囲に関わる

事柄を話し、理解していただいている。また、実習期

間中に行う食事全般についての研究テーマについて

は、栄養士・調理師だけなく、給食喫食対象者・他職

種に依頼することも多くなっているため、資料・人

材・時間等、どの程度調査の実施が可能であるか、と

いうことの打ち合わせにも時間をかけている。

本来、研究テーマは、学生自身が、今までの学習の

中で、実際の現場で研究したいことを施設指導者に事
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表2各質問項目の内容

主な内容質問項目

食品成分表の見方・使用方法

食品の分類（食品成分表・3群・6群）やその特徴

目的や使い方

各栄養素の種類や働き

成人・高齢者・幼児・傷病者に対する献立の立案

成分表の使い方

食品群の特徴

食事摂取基準

基礎的栄養知識

献立の立て方

１
２
３
４
５

食品から料理へ移る際の調理作業（洗う・戻す・苑でる等）

包丁の使い方（皮のむき方．切り方等）基本的調理技術

スムーズな包丁の使い方・基本的調理技術

大量調理の衛生管理

大量調理の作業内容と進め方

食品の扱い方

調理技術1

調理技術2

大量調理1

大量調理2

６
７
８
９
℃
、
吃
幅

給食全体の運営のしかた

個人票等の書類、レポート等

班員間でのコミュニケーショ

給食マネジメント

提出物期限

班員とのｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ※ ン

14対象者のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実習施設の対象者とのコミュニケーション

実習施設の職員との関わり方

休憩時間における職員との関わり方

職員や対象者に対する礼儀や言葉づかい

職員との作業の関わりと協力する態度

職員との関わり

休憩時間の関わり

礼儀・言葉づかい

作業の協力

５
６
７
８

１
１
１
１

実習をさせていただくという態度19謙虚な態度

職員に対する意志表示の有無20 意志表示

自主テーマに対する積極的な取り組み方21テーマ

22勤務時間 勤務時間の遵守

実習に相応しい身だしなみ（服装・髪の色・爪等）

集中講義(事前)や実習施設、実習期間での状況

23服装等

24教員と の連絡

25手引書．ノート 手引書の熟読、実習ノートの書き方

施設把握

手紙の書き方

総合演習の授業

栄養士の就職

実習施設の状況の把握

実習施設宛ての礼状の書き方

総合演習の授業の取り組み方

栄養士としての就職の希望

６
７
８
９

２
２
２
２

※複数人数の班のみ回答

表3栄養士の職業に対するイメージの内容

質問項目 質問項目

専門性がある

給料の高さ

労働時間の短かさ

人間関係の良さ

１
２
３
４

5一生の仕事

6高度な知識の必要性

7調理技術の必要性
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前に提案し、承諾を得て進めるものである。しかし、

前述のとおり、昨今の学生が受動的になってきている

ことから、教員と指導者で打ち合わせを行っている。

事前に各施設の状況を教員が説明しておくことで、学

生は実習施設の状況を把握した上で考えることができ

る。それを踏まえた事前学習している為、その後訪問

する集中講義において、指導者とスムーズな話し合い

をすることが可能といえる。

また、学生は、実習生である立場上、疑問があって

も言えないこともある。教員が担当する巡回は、学生

の状況を把握するためと学生・施設相互の意思疎通を

はかることで、望ましい行動に変容できれば実習効果

の向上につながるといえる。

実習前に比べ、実習後は、29項目のうち、27項目

の評価の上昇がみられた。2週間の間、学生自身も学

内外で行う実習の目的に対する意識が芽生えて取り組

んだこと、実際の栄養士・管理栄養士の仕事ぶりに感

動したことで多くの達成感を得る4）ことができた。
このことは、施設側が、各学生の状況を理解しながら

関わったことで、施設・学生・学校が三位一体となっ

た実習の結果であると思われる。

一方、実習前より実習後の評価が低下した「教員と

の連絡」は、実習が終了して1週間後程度までに、ほ

とんどの事後指導が終了することから、必要がなく

なったためと思われる。吉田ら5)が、実習の全体的

な評価について、学生自身の評価は甘く、施設側は厳

しい評価であると述べている。同様に､｢作業の協力」

の事前評価については、学生の多くがアルバイト経験

を持っていることから、実習に対しての行動が受動的

であると思われ、評価が甘くなったと考える。しか

し、実際に作業する職員の仕事内容は、調理だけでな

く、多岐に渡る仕事が多いため、学生が自身の能力で

は対応できないと客観的に認めたことが、消極的な実

習として表われてしまったと思われる。

さらに、川崎ら6）は、学生の質問・発言行動に

は、自らの技能や知識の不足が露呈する可能性を伴う

恥の感情過程が密接に関わっていることを示唆してい

る。昨今の学生が、積極的な実習態度より、知識不足

の恥の感情を避けた行動で実習期間を終えることを優

先していたことも考えられる。

実習後の平均値が4点以上であった「謙虚な態

度｣、「勤務時間の遵守｣、「服装等」の3項目は、栄養

士の知識や資格に直接関連がなく、どのような場でも

必要なマナーであるといえる。短大入学後は、化粧・

服装・髪などの変化がみられ、アルバイトの経験をす

る学生も多い。しかし、l年次後期からは、マナー技

法習得時期といえる7)。この時期より開始される就職

活動セミナーや総合演習における外部講師講演等を通

して、話の聞き方、マナー指導を重ねることで、しぐ

さや身だしなみが落ち着いてくるようである。

本学の建学の精神が「礼儀・努力・誠実」のひとつ

である「礼儀」は、入学当初のオリエンテーション時

から、各教科担当教員、社会人セミナーの科目のキャ

リア教育において、挨拶の指導を行っていることも一

因ではないかと思われる。

しかし、「食事摂取基準｣、「基礎的栄養知識｣、「給

食マネジメント」の評価は、実習後の上昇はみられた

ものの、その平均値は3点に満たなかった。

「食事摂取基準」については、基本的な知識に含まれ

るものである。さらに、「給食のマネジメント」は、

給食全体の流れを把握し、運営する力であるため､｢基

礎的栄養知識」の習得の必要性は不可欠であり、これ

らは栄養士の仕事の専門性といえる。そのため、これ

らに自信がないことは、平均値3点未満であるもう1

項目の「栄養士の求職」の低さと切り離せないといえ

る。

昔、師匠は弟子にすぐに教えることはせずに、芸を

盗みとらせていたという話があるが、これは、覚えさ

せるのではなく、考えさせる過程で体得させていくこ

とが教育であるということからである2)。しかし、現
代の短大では、栄養士資格を取得させ、社会人として

巣立たせるために、約1年半で多くの知識を身につけ

させ、半社会人として校外実習に送り出し、卒業まで

に栄養士の資格を取得させる使命がある。その準備に

は、入学後、約1年半の間に、専門科目を学習する必

要があるが、その専門性の範囲の狭さゆえ、他の職業

選択のための学習が入る余地はほとんどない。そのた

め、ゆとり教育の中で、個性を尊重されて成長してき

た学生にとっては、実験・実習が多く、自由・柔軟性

の少ない授業形態は、学習における規範感覚が強すぎ

ると感じている8)ようである。
一方、校外実習の学内版ともいえる科目に、給食管

理実習（校内）の授業がある。本学での給食管理実習

は、喫食対象者を成人および付属幼稚園児の対象とし

て2単位を課している。

一般に、短大で学ぶ各科目の内容を学習する場

合、段階を追って徐々に習得していくことが多い。

しかし、給食管理実習(I。Ⅱ）においては、対象

者に給食を提供することが目的であるため、1回の

実習の中で、給食を提供することを目標に、それに

関連する衛生管理・作業管理等、すべての技量を一

度に披露することを要求され、その数を重ねること

で習得していく科目である。少人数で大量の食事を

提供するために、集中的に対応する時間の継続も長

く、実習前から緊張し、体力的にも疲労感を訴える

学生も多い。加藤ら9)は、実習の主訴を眠気とだる
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17礼儀・言葉づかい 実習前

実習後

72

72

3．69

3．88

1.016－1．327

．786

､189

n.s

18作業の協力 前
後

習
習

実
実

72

72

3．96

3．86

､863

．718

1.000 .321

，．s

19謙虚な態度 前
後

習
習

実
実

72

72

4．01

4．14

､796

．589

－1．175 ､244

n.s

20意志表示 前
後

習
習

実
実

72

72

3．72

3．76

､907

．831

一.349 ､728

n.s

21テーマ 前
後

習
習

実
実

72

72

3．50

3．60

､822

．816

－．817 .416

n.s

22勤務時間遵守 前
後

習
習

実
実

72

72

3．99

4．31

.911

．685

－2．698 ､009

＊＊

23服装・爪 前
後

習
習

実
実

72

72

4．11

4．32

､742

．668

-1.925 ､058

n.s

24教員との連絡 前
後

習
習

実
実

72

72

3．79

3．75

.768

．900

､364 ､717

n.s

25手引書の書き方 前
後

習
習

実
実

１
１
７
７

3．31

3．63

､965

．815

－2．561 ､013

＊

26施設把握 前
後

習
習

実
実

72

72

3．19

3．56

.762

．785

-3.316 ､001

＊＊

27手紙書き方 前
後

習
習

実
実

71

71

2．94

3．32

.860

．907

-3．101 .003

＊＊

28総合授業の取り組み 前
後

習
習

実
実

70

70

3．42

3．63

､683

．714

－1．539 ､132

n.s

29栄養士の求職 前
後

習
習

実
実

64

64

2．56

2．66

.974

．963

-.644 .522

，．s

※複数人数による実習を行った者のみの回答である

挙げられており11)、先に述べたように、学生の習得状
況の甘さが表出したのではないかと思われる。そのた

め、これらの項目の実習前の評価の低さは、学生生活

を送る中で、学生の栄養士職に対するイメージの変化

であり、実習後の評価の低下は、その自信のなさによ

る納得さからの結果ではないかと考えられる。

さであると報告し、元田ら'0)は、給食管理実習中の

疲労度の理由として、一度に煩雑な作業、特定多数

人への給食提供の中で、肉体的疲労感の訴えが多い

ことを述べている。このように、一度、授業での実

習が終了すれば、栄養士の業務がイメージしやすい反

面、栄養士の職業内容が明確となる。

また、他の科目も含めた授業が進むにつれて、栄養

士の仕事は、地味で、複雑で、せかせかした'1)や、
仕事や体力がきつそう、といったイメージをもって

いるとの報告もある3)。さらに、実習後の調査によれ

ば、実習前に必要だったことの上位は知識、積極性が

2．栄養士職のイメージ

表5に示すとおり、栄養士の職業のイメージにつ

いては、栄養士の専門性は、人間関係(r=､391.p

<.001).一生の仕事(r=.432,p<.000),高度

－52－



だけでなく、給食喫食者や他職種の人との関わりも

あったことから、栄養士の専門性以外に人との関わり

方との関連性がみとめられたと思われる。

IVまとめと今後の課題

栄養士コースの学生が、校外実習前に抱いてきた自

己評価のほとんどは、実習後に上昇をみることができ

た。しかし、栄養士の根幹となる基礎的な知識につい

ての自信度は、栄養士の求職と同様に低い結果であっ

た。今後は、高校の生徒や教員に向けて、目先の進路

だけでなく、仕事につながる職業として、オープン

キャンパス・高校への出張授業等を通しての理解を深

めていくことが大切であると思われる。

な知識(r=.582,p<､000)と、給料は、労働時

間(r=.344.p<.001).人間関係(r=.340,p

<.001).高度な知識(r=.238.p<.05)と、人

間関係は、一生の仕事(r=.468.p<.000).高度

な知識(r=.435,p<.000)と、一生の仕事は、高

度な知識(r=.484,p<.000).調理技術の必要性

(r=.274.p<.05)と、高度な技術は、調理技術

の必要性(r=.326.p<.001)との間に相関がみと
められた。このことから、栄養士の専門性は、高度な

知識や一生の仕事としての関連が最も強く、高度な知

識は、人間関係とも関連が強いことがわかる。

実習を終えての栄養士職のイメージは、一生続けら

れる高度な知識を必要とする仕事であるととらえてい

るようであった。栄養士の資格は国家資格であり、さ

らに上の管理栄養士への道も開けるため、学生自身の

栄養士求職希望の有無に関わらず、専門知識を必要と

する資格を要するだけでなく、就職後も継続した学習

を必要とするイメージがあるようだ。また、それは、

仕事ができるだけでなく、人との関わり方についても

併せて関連していると考えていることがわかる。

入学後、l年次の実習・実験学習では、複数人数で

行う授業形態が多い。また、同じ施設に実習に行く班

員は、他のクラスと混合のため、付き合いのない学生

と組み合わせになることもあるが、2年前期の事前授

業やガイダンスにおいて、頻繁に連絡する機会が増す

こと等から、面識のない学生との関わり方も習得す

る。

実習施設においては、2週間に限られているが、面

識のない社会人の中での過ごし方を通して、学生なり

に考えたであろう。実習体験の中で、栄養士と対象者
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